
 

 

 

H26. 3. 12 

 

 

 

 

 

 

天塩川における魚類等の生息環境保全に関する 

平成 25 年度年次報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 5 月 20 日 
 

 

 

天塩川魚類生息環境保全に関する専門家会議 

 

 

資料－３ 



 

 

 

 

目  次 

 

1. はじめに ............................................................................................................................ 1 

2. 専門家会議の活動状況 ....................................................................................................... 1 

3. 天塩川流域における魚類等関連調査結果 .......................................................................... 2 

3-1.天塩川流域における魚類調査結果 ................................................................................ 2 

3-2. カワシンジュガイ類の保全について ............................................................................ 17 

4. 天塩川流域における魚類の生息環境保全及び移動の連続性確保 ................................... 24 

4-1. 天塩川流域全体での取り組み状況 ............................................................................ 24 

4-2. 平成 25 年度の連続性確保に向けた取り組み状況 ..................................................... 26 

4-3. 天塩川流域における河川流下物への対策状況 .......................................................... 30 

4-4. 流域住民等への情報提供 ......................................................................................... 32 

4-5. サンルダムの魚道施設について ................................................................................ 33 

4-6. 三次元シミュレーションによる魚類生息環境の分析 ..................................................... 46 

5. まとめ ............................................................................................................................. 55 

6. 今後の課題 ...................................................................................................................... 57 

 

  



 

1 
 

天塩川における魚類等の生息環境保全に関する平成 25 年度年次報告書 

 

1. はじめに 

天塩川魚類生息環境保全に関する専門家会議（以下「専門家会議」という。）は、平成 19

年 10 月の天塩川水系河川整備計画の策定を受け、天塩川流域における魚類等の移動の連続

性確保及び生息環境の保全に向けた川づくりや、サンルダム建設におけるサクラマスの遡

上・降下対策を審議することを目的として設置された。 

平成 19 年 11 月の専門家会議準備会から、平成 21 年 4月の第 10 回専門家会議まで約 1年

半、11 回にわたる議論や現地視察、他の専門家との意見交換等、様々な検討を重ねて、平成

21 年 4 月に「天塩川における魚類等の生息環境保全に関する中間取りまとめ（平成 20 年度

年次報告書）」（以下「中間取りまとめ」という）として、今後取り組むべき施策や方向性に

ついて中間取りまとめを行った。この中間取りまとめについては、その時点において最善と

判断される取り組むべき施策や方向性を取りまとめたものであり、今後も専門家会議として

継続的に検討・検証・評価していくものである。 

以上の議論を踏まえ、平成 21年度以降これまで平成 21年度年次報告書(平成 22年 6月)、

平成 22 年度年次報告書(平成 23 年 4 月)、平成 23 年度年次報告書(平成 24 年 4 月)及び平成

24 年度年次報告書(平成 25 年 5 月)を取りまとめてきたが、これに引き続き今年度において

も、天塩川流域において今年度実施したモニタリング調査等の結果について、平成 25 年度

年次報告書としてとりまとめたものである。 

 

2. 専門家会議の活動状況 

今年度の専門家会議の進め方としては、昨年度に引き続き専門家会議委員によるワーキン

ググループにおいて、必要に応じて他の専門家を含めて機動的に専門的な課題の検討を行い、

その検討結果を専門家会議に報告することとした。 

設置されているワーキンググループは、流域ワーキンググループと魚道ワーキンググルー

プの２つであり、その活動概要は以下の通りである。 

1) 流域ワーキンググループ 

今後の魚類等の生息環境保全に向けて、山田委員を中心として、流域水循環モデル

について、流域特性等について検討を行った。 

2) 魚道ワーキンググループ 

天塩川流域における魚類生息環境の保全・改善を行うため、妹尾委員と安田委員を

中心として、魚類等の移動を阻害している横断工作物への魚道設置の検討や関係機関を

含めた技術力向上の取り組みなどを行った。  
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遡上したもの

は有効である

置を行ったア

の魚類相が豊

とから、適切

認出来た。 

えられるが、

期の水量時に

流を目指して

プ川取水堰上

ラマス産卵に

大きく左右さ

の増水時に遡

のは比較的最

ると思われ、産

アラキの川に

豊かになって

切な魚道の設
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、8 月下旬か

に遡上した個

ていている

上流水位デ

に関する考察

されるが、今

遡上している

最上流まで遡

産卵床数も

については、

ていることが

設置はサクラ

から 9月期に

個体も多く

ことが確認

ータ比較（

察としては

今年度の結果

るものと判断

遡上し産卵

産卵域の拡

、サクラマス

が確認された

ラマスや移動

には比較的豊

あったと考

された。  

平成 25 年の

、サクラマス

果から判断

断される。 

しているこ

拡大に伴って

スのほかフク

た。  

動を目的とす

豊富な水量

考えられる。

の 6月～9月

スの遡上・

すると、6

とが確認さ

て増加してい

クドジョウ

する魚類に

が確保され

また、支流

月） 

産卵は堰部

月などの多

れたことか

いる。また、

やウグイ類

とって有効

れ

流

部

多

か

類

効
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調査結果を

4に示すよ

度の産卵床

図

産

流域のサクラ

域における産

～21 年度に比
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産卵床調査結
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認位置図（平
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10 
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結果

集計

ており、平成

行っている。

おける産卵

成 25 年度は

平成 25 年度
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平成 25 年

床確認数は

は前年度と

度） 

以

は



 

13 
 

5) 天塩川流域のサクラマス幼魚生息密度に関する考察 

流域全体における前年度の産卵床数と翌年度の幼魚の生息密度との関連について、融

雪期の流量や水温（図-15 参照）が浮上稚魚に及ぼす影響を踏まえて、以下の通り考察し

た。なお、産卵床確認数の傾向としては、平成 20、21 年度が特異的に多く、平成 19、22

～25 年度は概ね同程度であった。 

平成 19 年度は平成 20、21 年度に比べて産卵床数が少なかった。平成 20 年春の状況と

して 

・水温が比較的高めに経過したことから、浮上稚魚の遊泳行動が活発だったこと 

・融雪出水は 10 ヶ年平均に比べて少ないこと 

以上のことから、浮上稚魚が下流に流されにくかったため、平成 20 年度の生息密度が

高く維持された可能性がある。 

平成 20 年度は産卵床数が多かった。平成 21 年春の状況として 

・水温が 10 ヶ年平均と同程度であったこと 

・融雪出水は 10 ヶ年平均と同程度であったこと 

以上のことから、浮上稚魚の分散移動も通常のレベルで、平成 21 年度の生息密度は高

めだった可能性がある。 

平成 21 年度は産卵床数が多かったが、平成 22 年春の状況として 

・水温が比較的低かったことから、浮上稚魚の遊泳行動が不活発だったこと 

・融雪出水は 10 ヶ年平均に比べて多かったこと 

以上のことから、浮上稚魚が下流に流されやすく、平成 22 年度の生息密度が低下した

可能性がある。 

平成 22 年度は平成 20、平成 21 年度に比べて産卵床数が少なかった。平成 23 年春の

状況として 

・水温が比較的高めに経過したことから、浮上稚魚の初期の成長が良く、また遊泳行

動が活発だったこと 

・融雪出水は 10 ヶ年平均と同程度であったこと 

以上のことから、前年度の産卵床は少なかったが、浮上生残率が高く下流に流されに

くい状況であり、結果として平成22年度と同程度の生息密度が維持された可能性がある。 

平成 23 年度は平成 20、平成 21 年度に比べて産卵床数が少なかった。平成 24 年春の

状況として 

・融雪出水のピークが比較的早い 4 月下旬であり、5月中旬以降は 10 ヶ年平均よりも

少ない流況であったこと 

・水温が 4月は比較的低かったが、融雪出水が収まった 5 月中旬以降は比較的高めに

経過したこと 

以上から、前年度の産卵床は少なかったが、卵やふ化後の生残率の向上、あるいは融

雪出水後の浮上稚魚の良好な成長などの好条件が整い、結果として高い生息密度として

確認された可能性がある。 

平成 24 年度は平成 20、平成 21 年度に比べて産卵床数が少ないが前年の平成 23 年よ

りはやや多くなった。平成 25 年春の状況として 

・融雪出水が 4月上旬の比較的早い段階から断続的に訪れて、さらに 5月中旬以降も
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6)  

【調査

  ○

●

●

バイパス水

査状況】 

魚道整備前

●[調査内容]

・電波及び

サクラマ

・調査期間

・調査区間

●[調査結果]

・ダムサイ

果、ダ

線の沢

・ 流況・

引き続

図

・ 遡上追

水路 サンル

前のサンル川

]  

び超音波発信

マスの位置

間は、9月 2

間は、ダム堤

図- 17   

]  

イトより上流

ムサイトよ

川に遡上し

水温及び成

き調査を継

図- 18 サン

追跡結果の詳

ル川サクラマ

川におけるサ

信機を装着

・時刻情報

20 日～9月

堤体下流か

サンル川サ

流地点で採捕

り約 8km 上

、産卵を行

成熟度等によ

続する。 

ンル川サクラ

詳細な行動は

15 

マス遡上追跡

サクラマスの

したサクラ

を把握する

29 日（10 日

ら本川との

サクラマス遡

捕された供

上流の飯田橋

行った。 

より、遡上行

ラマス遡上追

は以下の通り

跡調査 

の遡上行動、

マス親魚（雌

 

日間）に実施

接続箇所上

遡上追跡調査

試魚を用い

橋地点を遡上

行動及び遡上

追跡調査結

り。 

遡上速度等

雌魚）を放流

施した。 

流 とした。

査位置図 

い、9 月 20

上し、その後

上速度の変化

果（遡上状

等を把握する

流し、受信

。 

日から追跡

後サンル川

化が考えら

状況） 

る。 

機において

 

を行った結

支川の十三

れるため、

 

結

三
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[サクラマス親魚（供試魚：雌）の遡上行動結果] 

①ダムサイトから飯田橋地点を通過した時間は 28 時間 23 分であった。（移動距離約

8km）。  

②連続的な遡上が観察された五線橋から飯田橋までの移動時間は6時間 21分であっ

た。 （移動距離約 4.9km、平均遡上速度約 0.77km/h）  

 

   
 図- 19 サンル川サクラマス遡上追跡調査結果（詳細遡上行動） 

 

 

供試⿂の⾏動模式図

20日 21日 22日
24～
28日

29日

五穀橋

十三線の沢川 ●16：05 ● ←十三線の沢川内

●14：38～39●11：05～14 ●5：36～6:19

飯田橋 ●14：31

十線橋 ●13：05

金見橋 ●10：08

●8：10 ●8：15

五線橋

●15：10

●17：58

四線の沢川

●9:17～10:01

●●

一の沢川 9:00～10:08

●11：40

5

ダムサイトからの
距離（km）

放牧地橋

右岸　　　　　　　　　　　　　　　　　上流　　　　　　　　　　　　　　　　　左岸

下流

-2

本川との接続箇所

ダムサイト

4
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1

0

-1

10
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6

　サクラマス移動経路

　● 　音波発信機受信箇所

　● 　電波発信機受信箇所

　電波受信機設置個所

凡　　　例

供試⿂の移動距離、所要時間、平均移動速度
区　　　　　間 行動

距離
(km)

通過日時 到達日時 時間
平均移動速度

（km/h）

ダムサイト～飯田橋 遡上 8.0 20日10：08 21日14：31 28時間23分 0.28

五線橋～飯田橋 遡上 4.9 21日8：10 21日14：31 6時間21分 0.77

飯田橋～ダムサイト 降下 8.0 29日6：19 29日9：47 3時間28分 2.31

飯田橋～放牧地橋上流 降下 10.0 29日6：19 29日11：40 5時間21分 1.87

地　　　点
ダムサイトからの

距離(km)

放牧地橋上流 -2.0

ダムサイト 0.0

四線の沢川合流点 1.7

五線橋 3.1

金見橋 4.5

十線橋 6.8

飯田橋 8.0

十三線の沢川 8.4

五穀橋 9.5

ダムサイトからの各地点距離
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3-2. カワシンジュガイ類の保全について 

1）カワシンジュガイ類の保全について 

天塩川流域には、カワシンジュガイ（絶滅危惧Ⅱ類）とコガタカワシンジュガイ（絶

滅危惧Ⅰ類）の生息が確認されており、中間とりまとめにおいても「流域に広く生息し、

(サンル)ダム湛水地にも生息しているカワシンジュガイ類について、専門家の意見を聞

きながら適切な場所へ移植を行い、生息環境を確保する必要がある（中間とりまとめ

P.43）」と記載されている。 

このため、平成 21 年度に移植先選定のため生息状況調査を実施するとともに、平成

22～24 年度に移植時期把握のための幼生放出時期調査を実施し、専門家の意見を聞きな

がら次の保全対策方針を立てた。 

【移植時期の選定方針】 

今後、カワシンジュガイ及びコガタカワシンジュガイを移植するときは、3 ヶ年に

わたる幼生放出調査結果及びモニタリング調査結果を踏まえて、幼生放出時期(5 月下

旬～7月下旬)を避けた移植時期を選定して移植適地に移植すべきである。  

（「H24 年度年次報告書 P.40 より)  

 

上記の保全対策方針を踏まえ、過年度の移植先を含めて、移植地における再生産確認

調査を行った。また、平成 25 年度の河川内での工事実施にあたっては、事前に工事箇所

のカワシンジュガイ類の生息状況を把握するための事前調査を実施し、その後、適切な

時期に移植作業を行った。 

2）カワシンジュガイ類の再生産確認調査結果 

これまでにカワシンジュガイ及びコガタカワシンジュガイの移植を行った移植先において、

再生産に適した環境であることを確認するために、幼生放出試験、生息確認調査、アメマス

生息確認調査を実施した。なお、カワシンジュガイとコガタカワシンジュガイの宿主特異性

は明確であり、カワシンジュガイはヤマメに、コガタカワシンジュガイはアメマスに寄生す

ることから、アメマス生息調査を実施した。 

(1) 幼生放出試験※１ 

カワシンジュガイについては移植先で採取した個体、コガタカワシンジュガイについ

ては移植した標識個体を供試個体とした。幼生放出試験は、カワシンジュガイが 6月 6

日、6月 13 日、コガタカワシンジュガイが 5月 29 日、6月 6日、6月 13 日に実施した。

供試個体は、1回の試験でカワシンジュガイ、コガタカワシンジュガイ各 10 個体とした。

（※１：Young & Williams (1984)の酸素刺激によるグロキディウム幼生放出法を用いて

実施） 

調査結果としては、カワシンジュガイについては卵の放出を 6月 13 日、グロキディウ

ム幼生の放出を 6月 6日、6月 13 日に確認し、コガタカワシンジュガイについては卵の

放出を 5月 29 日、グロキディウム幼生の放出を 6月 6 日、6月 13 日に確認した。 
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カワシンジュガイ（H25.6.6 撮影）   コガタカワシンジュガイ（H25.6.6 撮影） 

写真- 1 カワシンジュガイ類のグロキディウム幼生  

 

表- 2 カワシンジュガイ類幼生放出試験結果（H25 年） 

 

 

平成 22～24 年までの調査と同時期にグロキディウム幼生の放出が確認された。 

平成 22～24 年までの調査結果と今回の平成 25 年の調査結果とをまとめると次の表の

通りである。 

表- 3 カワシンジュガイ類幼生放出試験結果まとめ（H22～24 年及び H25 年） 

 

 

(2) 生息確認調査 

カワシンジュガイ移植先は8月 6日に、コガタカワシンジュガイ移植先は8月 7日に、

それぞれコドラートによる生息確認調査を実施した。 

調査方法としては、各移植箇所周辺の任意地点に、10 箇所ずつのコドラート枠（1m×

1m）を設置し、箱メガネ・タモ網を用いて、目視確認できるコドラート枠内のカワシン

ジュガイ類を全て採集した。次に、河床に潜っているカワシンジュガイ類を採集するた

め、スコップ等により、コドラート枠内の河床材料を 10～30cm の深さまで掘削し、目合

い 3ｍｍのフルイを用い採集を行った。 

調査結果としては、以下の通りである。 

 

0.1mm0 0.1mm0

幼生 卵 幼生 卵
ｶﾜｼﾝｼﾞｭｶﾞｲ
移植先河川

ｺｶﾞﾀｶﾜｼﾝｼﾞｭｶﾞｲ
移植先河川

5月29日 - - × ○ - 8.3
6月6日 ○ × ○ × 10.3 8.8
6月13日 ○ ○ ○ × 13.3 13.4

○：確認 ×：未確認 △：死卵確認

＊：増水のため、カワシンジュガイ移植先河川については、5月29日未実施。

調査日

カワシンジュガイ コガタカワシンジュガイ 水温（℃）

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

H22 - - - ● -

H23 - - ● ● ●

H24 - - - ● ● ● ● ● -

H25 - - - - - - ● ● - - - - - - -

H22 - - - -

H23 - - ● ●

H24 - - ● ● ● ● -

H25 - - - - - ● ● - - - - - - -

●：放出確認、空欄：放出未確認、－：調査未実施

カワシンジュガイ

コガタカワシンジュガイ

調査年
4月 5月 6月 7月 8月

0.1mm0
0.1mm0
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【カワシンジュガイ移植先】 

・カワシンジュガイ移植先で確認したカワシンジュガイの総個体数は 268 個であった。 

・そのうち殻長 65ｍｍ以下の幼貝は 116 個で出現率は 43.3%であった（種の同定不能

個体を除く）。 

・また、殻長が 10mm 未満の 9個体については、種の同定が不能であった。 

 

図- 20  カワシンジュガイの殻長分布（カワシンジュガイ移植先） 

 

【コガタカワシンジュガイ移植先】 

・コガタカワシンジュガイ移植先で確認したコガタカワシンジュガイの総個体数は、

76 個であった。 

・そのうち殻長 65ｍｍ以下の幼貝は 18 個で出現率は、23.7%であった。 

 

 
図- 21  コガタカワシンジュガイの殻長分布（コガタカワシンジュガイ移植先） 

 

また、ホンカワシンジュガイについての既往知見として、Hastie & Young （2003）

は、『殻長 65mm 以下の幼貝出現率が 15％以上であれば、長期間生育可能で、将来も含

めてその個体群は生育に持続性があり、継続した世代交代が行われている』としている。 
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(3) アメマス生息確認調査 

コガタカワシンジュガイの移植先において、コガタカワシンジュガイのグロキディウ

ム幼生の宿主となるアメマスの生息状況を確認するアメマス生息確認調査を実施した。 

調査方法としては、コガタカワシンジュガイ移植先（移植箇所を含む）において、幼

生放出期である 5月下旬～7月下旬に投網、電気ショッカー及びタモ網による採捕を行っ

た。 

調査結果としては、ふ化後１年以上経過している 7尾のアメマスが採捕された。また、

採捕された全てのアメマスの鰓へのグロキディウム幼生の寄生状況を目視確認したが、

寄生は確認されなかった。 

 

 

写真- 2 アメマス生息確認調査  

 

(4) カワシンジュガイ類の再生産確認調査のまとめ 

カワシンジュガイ及びコガタカワシンジュガイの移植先において、再生産に適した環

境であることを確認するため実施した幼生放出試験、生息確認調査、アメマス生息確認

調査結果は次の通りである。 

【幼生放出試験】 

 ・これまで移植を行った移植先において、それぞれカワシンジュガイ、コガタカワシ

ンジュガイの幼生放出が確認され、放出時期についても従来までと同様であった。 

【生息確認調査】 

 ・カワシンジュガイ及びコガタカワシンジュガイ移植先の幼貝（65ｍｍ以下）出現率

が 15％を上回っており、ホンカワシンジュガイについての既往知見（Hastie & 

Young 2003 年）を当てはめると、移植を行った個体群は生育に持続性があり、継

続した世代交代が行われていると考えられる。 

【アメマス生息確認調査】 

 ・コガタカワシンジュガイ移植先においてアメマスが採捕された。 

・目視によるアメマスの鰓へのグロキディウム幼生の寄生は、確認されなかった。 

 

 

 

採捕したアメマス 
アメマスの鰓へのグロキディウム幼生寄生状

況の確認  



 

 

3）カワ

平
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られ
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H

H

ワシンジュガ
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25 年度はほ

る。 

 

 

H20/8/20

H20/10/14

H21/10/19

H22/10/18

H23/10/13

H24/10/5

H25/10/11

調査日

ガイ類 モニ

年度に移植

グ調査の結果

できないも
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表-

 

移植個体
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－

－

－

－
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図- 22  サンル川放牧地橋と五穀橋における日平均水温 

 

(2)移植 

上記の事前調査の結果を踏まえ、平成 25 年度のサンル大橋上流地点（延長約 300m）

及び飯田橋下流地点（延長約 180m）について、次の採取方法により移植を実施した。 

・箱メガネを用いて、カワシンジュガイ類の生息状況を目視確認した 

・カワシンジュガイ類を確認した場合は、随時採取を行うとともに、周辺の河床を手

探りにより確認を行った 

・濁りによる視界不良を防止するため、調査は下流から上流に向かって行った 

 

サンル大橋上流地点              飯田橋下流地点 

写真- 5 カワシンジュガイ類の調査状況  

 

カワシンジュガイ類の調査結果として、サンル大橋上流地点ではカワシンジュガイ

32 個体、コガタカワシンジュガイ 42 個体、計 74 個体を採取し、採取した個体は、カ

ワシンジュガイ移植先、コガタカワシンジュガイ移植先にそれぞれ移植放流した。なお、

飯田橋下流地点ではカワシンジュガイ類は、確認されなかった。 

表- 5 カワシンジュガイ類調査結果 
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4-2. 平成 25 年度の連続性確保に向けた取り組み状況 

天塩川流域において、連続性確保に向けた取組みとして、魚道ワーキングを中心として

表 -7 に示す取り組みを行った。 

平成 25 年度は、施設管理者だけではなく民間コンサルタント等も対象としたワークシ

ョップを平成 23,24 年度に引き続き開催し、魚類等の生息環境保全に向けた効果的な取り

組みとして、専門家による講義と意見交換、情報共有を図った。 

表- 7 平成 25 年度の連続性確保に向けた取り組み状況 

開催日 場所 開催概要 

8 月 16 日 天塩川上流 魚道設置箇所の魚類生息・遡上状況調査（アラキの川、

ペンケニウプ川） 

9月14～15日 天塩川上流 魚道設置箇所とその上流域の魚類生息・サクラマス遡上

産卵状況調査（アラキの川、ペンケニウプ川支川[７線沢

川、９線沢川、11 線沢川、深沢川、25 線川、27 線川]、

下川ペンケ川） 

10 月 26 日 下 川 町 ､

天塩川上流 

森と海に優しい川づくりワークショップ 講演、現地及

び机上ワークショップ 

10 月 27 日 天塩川下 ･

上流 

魚道設置検討箇所の現地調査と設計協議（円山ウブシ川

落差工、コクネップ川落差工、ピヤシリ川落差工） 

12 月 18 日 サンルダム サンルダム現地設計協議 

 

 

① 天塩川流域～森と海に優しい川づくりワークショップ開催報告 

天塩川流域において、関係機関が連携して、魚類等の生息環境保全に向けた効果的な取

り組みを行うための技術力向上や情報共有を目的として、10 月 26 日に下川町で川づくり

ワークショップを開催した。ワークショップには、開発局、北海道、コンサルタントなど

の川づくり関係者等 65 名が参加し、魚道ワーキング委員（眞山委員、妹尾委員、安田委

員）による机上ワークショップの他、下川ペンケ川の魚道設置箇所において現地ワークシ

ョップ（図-25）を行った。 

  
 

 

 

 

 

「魚類の生態とこれから川づくり」 

妹尾委員 
「サクラマスの生態について」

眞山委員 
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写真- 6 川づくりワークショップ（机上）の開催状況（平成 25 年 10 月 26 日） 

 
図- 25 川づくりワークショップ（現地）の開催状況（平成 25 年 10 月 26 日） 

 

② 天塩川中・上流域での取り組み 

天塩川中・上流域では、平成 21、23 年度に魚道整備をしたペンケニウプ川取水堰及び

アラキの川について魚類生息、遡上状況の調査等を 8 月に行うとともに、9月にはアラキ

の川、ペンケニウプ川支川（７線沢川、９線沢川、11 線沢川、深沢川、25 線川、27 線川）

及び下川ペンケ川において魚類生息、サクラマス遡上・産卵状況について調査を行った。

また、10 月に今後魚道設置検討箇所であるコクネップ川落差工及びピヤシリ川落差工に

おいて、流況等の現地調査及び設計協議を実施した。（写真-7～9）

下川町バスターミナル合同センター 

（机上ワークショップ会場） 

①下川ペンケ川頭首工

（H24 年度魚道整備）

名寄川 

サンル川

下川ペンケ川

 

 

旭川開発建設部 

サンルダム建設事業所

現地ワークショップ箇所 

魚道設置の概要説明 
委員による設計・施工の説明 

意見交換状況 

下川町バスターミナル合同センター 
「全国の魚道の現状」   

安田委員 
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写真- 7 天塩川中・上流域での取り組み(1)（平成 25 年 8 月 16 日） 

 

 
 

 

 

 

写真- 8 天塩川中・上流域での取り組み(2)（平成 25 年 9 月 14～15 日） 

 

 

  

 

 

写真- 9 天塩川中・上流域での取り組み(3)（平成 25 年 10 月 27 日） 

 

アラキの川魚道の流況確認 

及び魚類調査 

アラキの川魚類調査における

代表的な採捕魚  

ペンケニウプ川取水堰における 

魚類調査  

 

ニジマス 

ヤマメ 

(１＋) 

ハナカジカ 
ウグイ類 

フクドジョウ 

ヤマメ 

(当歳魚)

９線沢川魚道の流況確認  

と魚類調査状況  

11 線沢川のペンケニウプ川合流

部落差における石組み改善状況

ペンケニウプ川試験魚道における  

サクラマス親魚遡上調査  

深沢川における魚類調査及び  

産卵床調査状況   
25 線川における魚類調査状況 下川ペンケ川頭首工魚道  

コクネップ川落差工の流況確認  ピヤシリ川落差工の流況確認  

と魚類調査状況  
ピヤシリ川落差工上流部の河川

環境・流況の確認  



 

29 
 

③ 天塩川下流域での取り組み 

天塩川下流域において連続性の確保が望まれている円山ウブシ川の落差工において、現

地調査と設計協議を実施した（写真-10）。 
 

  
 

    

    

 

 

写真- 10 天塩川下流域での取り組み（平成 25 年 10 月 27 日） 

 

④ サンルダムにおける取り組み 

サンルダムの事業進捗状況の確認、及びダム付属施設等に関する設計協議を実施した。

（写真-11）    

  
  

 
 
 
 
 
 
 

 

写真- 11 サンルダムにおける取り組み（平成 25 年 12 月 18 日） 

円山ウブシ川の落差状況(3 段目)  円山ウブシ川落差工の流況確認 天塩川合流点付近の河道形状の

確認  

事業進捗状況確認  

事業進捗状況確認  事業進捗状況確認  サンルダム付属施設等に関する設計協議 

円山ウブシ川落差工の魚道設計・

施工についての意見交交換  
円山ウブシ川落差工の魚道設計・

施工についての意見交交換  
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4-3. 天塩川流域における河川流下物への対策状況 

降雨や融雪等による増水時に流域からゴミや流木等が河川に流出し、河口部や海域の

漁場に到達して、河岸や海岸へ堆積したり、ゴミ等が漁網に引っかかったり、流木が漁

船に衝突するなど、漁業被害や河川環境の悪化をもたらしている。 

現在天塩川では、ゴミ等の不法投棄対策として、ゴミマップの作成やカメラでの監視

とそれを知らせる看板の設置、広報誌への掲載等による啓発活動の実施や、地域住民、

市民団体及び関係機関が連携した一斉清掃が行われている。 

平成 25 年度は、天塩川流域の市町村において、NPO 法人やボランティア団体、地域住

民による河川清掃活動が行われた。 

 (1)天塩川上流 

      

    
 

(2)天塩川下流 

    

 
 

写真- 12  地域住民や市民団体・関係機関が連携した一斉清掃状況 
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4-5. サンルダムの魚道施設について 
 

1) 平成 25 年度サンルダム魚道施設検討について 

 サンルダムの魚道については、これまでに流域内や他の河川での各種調査結果や知見などを踏

まえ、平成２４年度までの検討の結果、上流側はダム湖を通過しないバイパス水路とし、ダム堤

体から下流には階段式魚道を配置することなどとした。また、平成２５年度以降の課題としては、

「整備箇所から順次調査を実施し、機能の確認を行うとともに、その結果を踏まえて、必要に応

じて施設の改善を行うなど、順応的な対応が必要である（平成２４年度年次報告書 P41）」とな

っている。 

 サンルダム魚道施設について、調査・検討すべき事項は次の通りであり、その状況を次ページ

以降に示す。 

 

 

 



 

 

 (1)バイ

【平成２

  ○

 バイ

【検討

  ○

●

●

イパス水路 

２４年年次報

サクラマス

中の停滞や

イパス水路 

討状況】 

バイパス水

として、模

●[実験内容]

・水路に石

・水路断面

・河床勾配

・水面波及

●[実験結果]

①狭窄部の

狭窄部

②狭窄部を

で 0.1～

③狭窄部を

程度で

④狭窄によ

⑤水面の波

報告書(P.27

スの遡上意欲

引き返しが

模型実験 

水路における

型実験を実

] ※表示寸

石材を空積み

面 底面幅

配 i=1／1,

及び流速の計

図

]  

の有無に拘わ

を設けた場

を設けた場合

～1.1m/s 程

を設けない場

あった。  

よる下流への

波立ちも確認

図- 2

7)の記載】

欲を刺激する

が起こらない

るサクラマス

実施した。

寸法は、バイパ

みで敷設（法

1.5m、 法

000、 i=1

計測  

図- 26 バイ

わらず、魚類

合、流速に

合の流速は、

度であった

場合の流速は

の流速変化に

認され、水

27 バイパ

34 

 

るため、縦断

いよう、減勢
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パス水路実物
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に緩急の変化
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については
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断的に緩急を

勢効果や休息

欲を刺激する
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適した流速

化を創出する
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表面付近で
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しての効果

型実験 流速計
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(4) 今後のサンルダム魚道施設調査検討について 

 
【全体的事項】 

・具体的な対策や調査、魚道の機能の確認について、引き続き専門家会議での意見を踏まえ

て、必要に応じて調査検討を行う。  

【階段式魚道】 

・階段式魚道の整備にあたっては、周辺環境との調和に配慮する。  

 ・河床礫が常用洪水吐下流側へ流出し、遡上環境に影響を及ぼす恐れがあるため、現況河床

を維持するための対策を検討する。  

・増水時における階段式魚道下流部の流況確認を行う。  

・遡上・降下機能向上のための検討を実施する。  

  

【バイパス水路】 

・サクラマスの遡上意欲を刺激するための礫材の配置や遡上中の停滞や引き返しが起こらな

いよう、現地での確認を踏まえて検討、整備を進める。  

・ダム堤体直上流における余水吐の構造について検討する。  

 

【本川との接続箇所】 

・本川との接続箇所におけるスモルトの降下、サクラマスの遡上状況及び流況確認を行い、

必要に応じ改良を実施する。  

・現地でスクリーンの動作確認を行い、必要に応じ改良を実施する。  

・堰下流における減勢機能及び下流河川との連続性を確認する。  

【仮排水路】 

・試験仮排水路において、サクラマスの遡上機能を確認し、必要に応じ改良を加え、仮排水

路の整備に反映する。  
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2) サンルダム魚道機能の確認調査（案） 

サンルダムの魚道の整備にあたっては、整備箇所から順次、調査を実施し、機能の確認を行う

とともに、その結果を踏まえて、必要に応じて施設の改善を行うなど、順応的な対応が必要であ

る。（平成２４年年次報告書[P.41]に記載） 

基本的には、ラジオテレメトリー調査やビデオ撮影などにより、サクラマスの遡上・降下の実

態を把握することとし、詳細な調査手法等について引き続き検討を行う。 

なお、ダム本体完成後において施設の効果を把握・検証するまでの措置として、スモルト降下

期の貯水位を低下させる運用（暫定水位運用）を行う。 

 

 図- 33 機能確認の進め方（イメージ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

従来の流域調査（幼魚密度・産卵床など）

工事期間

ダム工事

試験湛水

施設整備

施設の機能確認調査（遡上・降下）

施設整備とともに、

機能確認調査を実施

必要に応じて
改善

整備箇所から順次、

【機能確認の基本的な考え方】 
・機能確認のための調査計画は、専門家会議での審議を踏まえて策定 
・各箇所の整備完了に伴い、それぞれ順次機能確認調査を実施 
・調査結果については、専門家会議での分析・評価を踏まえて公表 
・課題がある場合は、専門家会議における指導に基づき改良や調査手法の検討等、必要な措置

を講じ、再び機能確認調査を実施 

【確認事項】 
①階段式魚道（台形式） 
・サクラマス親魚の魚道入口への誘導状況及び階段式魚道での遡上を確認 
・スモルトの降下を確認 
②バイパス水路 
・サクラマス親魚の遡上を確認 
・スモルトの降下を確認 
③本川との接続箇所 
・サクラマス親魚の遡上を確認 
・スモルトの降下及び分水機能を確認 

【調査手法】 
○サクラマス遡上調査 
・ラジオテレメトリー調査またはビデオ撮影 
○スモルト降下調査 
・ラジオテレメトリー調査またはビデオ撮影 
・スモルトダム湖流下調査（スクリュートラップ等）  



 

 

 
 

 

図- 34 機能確
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図- 36 サクラマス遡上調査（本川との接続箇所）位置図 

 

 

③スモルト降下調査 

【調査目的】 

  ○本川との接続箇所におけるスモルト降下機能を確認するため、降下状況確認を行う。

調査結果より、必要に応じ施設改良を実施する。 

【調査内容】 

  ○電波発信機を装着したスモルトを放流し、バイパス水路下流での採捕を行う。併せ

て電波発信機により施設下流へのスモルト流下量を把握する。また、スクリーンの

有無によるスモルトへの影響について調査する。 

 ・調査区間は、本川との接続箇所上流からバイパス水路終点部。 

 
図- 37 スモルト降下調査（本川との接続箇所）位置図 
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④ヤマメ等遡上調査 

【調査目的】 

  ○ヤマメ等の魚類における、下流河川から本川との接続箇所上流やバイパス水路への移

動機能を確認するため、施設内への移動状況確認を行う。調査結果より、必要に応じ

施設改良を実施する。 

【調査内容】 

  ○吐口部上流において魚類の採捕を行う。 

 ・調査区間は、本川との接続箇所吐口部。 

 
図- 38 ヤマメ等遡上調査（本川との接続箇所）位置図 

 

 
(2)試験仮排水路 サクラマス遡上調査 

【調査目的】 

  ○試験仮排水路におけるサクラマスの遡上機能を確認する。調査結果より、必要に応じ改

良を加え、仮排水路の整備に反映する。 

【調査内容】 

  ○電波及び超音波発信機を装着したサクラマス親魚（雌魚）を放流し、受信機においてサ

クラマスの位置・時刻情報を把握する。また目視及びビデオ撮影により遡上状況を確認

する。遡上状況に応じ遮光部への照明を設置する。 
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図- 39 試験仮排水路 サクラマス遡上調査位置図 
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4-6. 三

1) 

天

天塩

り、

検

サ

床

現

美

これ

の検

三次元シミュ
 

これまでの

天塩川流域に

川全流域（

地下水の流

表- 9 に示

うえで、平成

と流況の特

検討を行っ

また、美深

サケの最適

このため

床への地下

現を行った

美深橋周辺

 

れまで 

検討 

H21

H22

H23

H24

ュレーション

検討の概要

における地表

（5,590km2）

流れだけでは

図

示すように

成 21～23 年

性把握を行

た。 

深橋下流左岸

な産卵場と

め、平成 24 年

水流出状況

。解析は、天

において河

年度 年降

年度 豊水

年度 
平成

検討

4年度 
美深

び平

ンによる魚類

要 

表水及び地下

を対象とし

はなく地表水

- 40 天塩

、平成 21 年

年度に平年的

行ったほか、

岸の河道掘削

なっている

年度には、観

況の変化につ

天塩川流域全

河道付近の詳

表-

降水量がほぼ

水年（平成 1

成21年度に実

討 

深橋下流左岸

平成 21 年度掘
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類生息環境の

下水の特性を

した三次元水

水の流れを再

塩川流域にお

年度に天塩川

的な降水量の

サケふ化場

削（平成 21

ることが既往

観測された水

ついて、三次

全体において

詳細メッシュ

9 これま

ぼ平年値に近

8年）、渇水

実施した解析

岸における河

掘削後） 

の分析 

を把握するた

水循環モデル

再現すること

おける三次元

川流域の三次

の年、及び豊

場の位置と地

年度施工）に

往調査で確認

水文気象デー

次元水循環シ

て H21 年度の

ュを構築して

での検討の

近い平成 16 年

水年（平成 19

析をもとにふ

河道掘削によ

ため、平成 2

ルの構築を行

とが可能であ

元水循環モデ

次元水循環モ

豊水年、渇水

地下水流出量

に伴い掘削箇

認された。 

ータを用い

シミュレーシ

のモデルを用

て確認をした

の概要 

年の流況で解

9年）の流況

ふ化場と地下

よる現況の再

21 年度に図

行った。本

ある。 

 
デル 

モデルの構

水年につい

量等との関

箇所に平瀬

、河道掘削

ションモデ

用い解析を

た。 

解析 

況で解析 

下水の関係に

再現検討（掘

図-40 に示す

モデルによ

築を行った

ての地下水

係について

が創出し、

の前後の河

ルによる再

行った後、

について

掘削前及

す

た

水

河

再



 

 

2) 

平

でも

調査

な場

いて

れて

る検

  

 
全

況及

て、

ルに

以

道掘

地下

H25 年

平成 25 年度

平成 21 年度

水温の高い

で確認され

合があるこ

、平成 24 年

いる河道掘

討を行った

全体の検討の

び地下水の

天塩川流域

おいて地下

以上を踏まえ

削後）にお

水湧出量、

度検討 
美

流

度の検討の概

度の美深橋下

い地下水が流

れており、そ

とが分かっ

年度の再現検

掘削を実施し

。 

の概要として

の水温を把握

域全体の解析

水温との整

え、美深橋周

おいて解析を

地下水水温

図

美深橋周辺に

流出状況の変

概要 

下流左岸の河

流出する環境

その整備方法

った。そこで

検討を踏ま

した場合、河

表- 10 検

図- 41

ては、図-41

握するため、

析モデルにお

整合を図り、

周辺の詳細解

を実施した。

温について比

図- 42 地下

おける今後予

化についての
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河道掘削では

境となり、サ

法によっては

で、河道掘削

え、引き続

河床への地下

検討の概要

  
 検討箇所と

のフローに

水循環解析

おいて河川流

再現性を検

解析モデルに

また、河道

比較分析を行

下水温の実測

予定されてい

の検討 

凡例

今後の河道掘

H21年河道掘

は、掘削箇所

サケの最適な

は魚類等の生

削による河床

き平成 25 年

下水流出状況

と検討の流れ

に示すとお

析及び水・熱

流量との整合

検討した。

において、河

道掘削前、現

行った。 

測値と再現解

いる河道掘削

掘削箇所

掘削箇所

所に平瀬が創

な産卵場とな

生息産卵環境

床への地下水

年度の検討

況の変化につ

れ 

り、河道掘削

熱連成解析を

合を、美深橋

河道掘削前、

現況、将来の

解析結果 

削を実施した場

 全体

美深
水循環及

②H21年

美深
水循環及

天塩川
水循環

美深
水循環

③今後予定

H24年度検

H25年度検

創出し、水

なっている

境の創出と

水流出状況

としては、

ついて、同

削に伴う地

を行った。

橋周辺の詳

、及び将来

の解析結果

場合の河床へ

体の検討の流れ

深橋付近における
及び水・熱連成解析

年度掘削後（現況）

深橋付近における
及び水・熱連成解析

①掘削前

川流域全体における
及び水・熱連成解

深橋付近における
及び水・熱連成解

定される掘削後（将

討

討

際では冬場

ことが既往

しても有効

の変化につ

今後予定さ

モデルによ

下水流出状

現況におい

細解析モデ

（今後の河

を用いて、

 

への地下水

析

析

る
析

析

将来）

場

往

効

つ

状

い

デ

河



 

 

3) 解

河

期間

・

・

・

・

 

 

ま

気温

おけ

検討

解析の内容

河道掘削に伴

・解析モデ

解 析 箇

解 析 期

解 析モデ

解析パター

た、美深橋周

、地盤中の

る魚類等の

結果につい

容 

伴う地下水流

デル及び解析

所： 美深

間： 平成
※地下水

を勘

デル： GETF

ーン： ①河道

の３パ

周辺の河道

熱伝導率、

生息環境保

いては、平成

流出状況及び

析パターンは

橋周辺 ①

22 年 8 月 1
水温の実測値が

勘案して設定

LOWS（3 次元

道掘削前、②

パターン 

図- 43 解

  

図- 44 解

付近の詳細

地温勾配、

保全に関する

成 23 年 1 月の

48 

び地下水の水

は以下の通り

①H21 河道掘

1日～平成
が存在する平成

元水循環モ

②現況（H21

解析箇所位置

解析パターン

細メッシュは

地下水流速

る平成 24 年

の実測地下水

水温の変化に

りとした。

削箇所、②

23 年 6 月 3
成23年1月を

デル） 

河道掘削後

置図 

ン 

は図-45 のと

速等のパラメ

年度年次報告

水温（図-4

 

 

について、解

②今後の河道

0日  
含みサケの遡

後）、③将来

おりであり

メータは、平

告書 P35 参照

3参照）との

解析を行う

道掘削箇所 

遡上期間から幼

（今後の河

り、降水量、

平成 24 年度

照）と同様

の確認を行

対象箇所・

幼魚の降下期間

道掘削後）

河川流量、

（天塩川に

とし、その

った。 

間

 

に

の



 

 

4) 解

解

の 3

ある

①
　

②

　

③

　

解析結果 

解析パターン

パターンに

。 

①河道掘削前

（H24解析)

②現況

（H24解析）

③将来

（H25解析）

解析パターン

ンとして、①

について、地

1. H21掘

掘削前は河岸
の湧出が顕著

掘削後は掘削

ら10mm/日以

結果が得られ

掘削箇所から

上湧出する結

た。

河道部は地下

であり、特に河

る。

図- 4

①河道掘削前

地下水湧出量

図- 46 全

掘削箇所

岸部付近から
著であったが、

削範囲全域か

以上湧出する

れた。

ら10mm/日以

結果が得られ

掘

の

掘

1
果

A　地下水

下水の湧出域で比

河岸部において地

49 

45 美深橋周

前、②現況（H

量及び水温の

全体の解析パ

2. 今後の掘削

－

掘削前は河岸部

の湧出が顕著で

掘削後は掘削箇

10mm/日以上湧
果が得られた。

水湧出量

比較的湧出量が

地下水湧出が顕

 

周辺の解析

H21 河道掘削

の変化につい

 

パターンと結

削箇所

比較
7.0℃

8.5℃

果が

部付近から

あったが、

箇所から

湧出する結

8.5℃

れた

が多い区域

顕著であ

モデル 

削後）、③将

いて解析した

結果の概要 

1. H21掘削箇所

較的水温が高く6.5
℃程度である

℃程度に上昇する

が得られた。

℃程度の結果が得

た。

B

将来（後の河

た結果は下

要 

所 2. 今後

5～
水温は6.5

る結

得ら 8.0℃程度

果が得ら

　地下水水温

道掘削後）

表の通りで

後の掘削箇所

5℃程度である。

－

度に上昇する結

れた。

 

で

 

 



 

 

(1) 美

る

に

日

深橋周辺に

水循環モ

るため、台地

 

 

 

図- 47 美

 

また、掘

に示すとおり

日以上となり

①河道掘削

図- 

における地下

デルを用い

地と低地との

美深橋周辺に

削前と将来

りであり、H2

り、河道掘削

削前と③将来

48 美深橋

下水湧出量の

いた解析の結

の境界や、河

における地下

来掘削後の地

21 掘削箇所

削により、地

（掘削後）の

橋周辺におけ

50 

の変化（掘削

結果、掘削前

河川の河道

下水湧出状

地下水湧出状

所及び今後の

地下水湧出

の地下水湧出

ける地下水湧

削前と将来掘

前の美深橋周

部において

 

況（掘削前

状況の変化に

の掘削箇所の

量が増加す

量の変化  

湧出量の解析

掘削後） 

周辺は、山地

て地下水が湧

前） 

について解析

のいずれも、

る結果が得

   ①と

析結果（掘削

地に囲まれ

湧出する状況

析した結果

地下水湧出

得られた。 

と③の地下水湧

削前と将来掘

た低地であ

況となった。

は、図－48

出量が 10mm/

湧出量の差

掘削後） 

あ

 

8

/

 



 

 

(2) 美

と

い

図-

り

な

 

深橋周辺に

水循環モ

となった。美

いて比較的水

- 49 美深橋

 
 

掘削前と

りであり、H

なったが、そ

図- 5

における地下

デルを用い

美深橋周辺は

水温の高い深

 
橋周辺におけ

将来掘削後

21 掘削箇所

それぞれ掘削

50 美深橋周

下水水温の変

いた解析の結

は山地に囲ま

深層地下水が

ける地下水水

の地下水水

所及び今後の

削後は 8.0～

周辺における

51 

変化（掘削前

結果、河床や

まれた低地で

が湧出する

水温状況（

水温の変化に

の掘削箇所に

～8.5℃とな

る地下水水温

前と将来掘削

や台地と低地

であるため

状況になっ

 

掘削前）

について解析

において、河

なる結果が得

温の解析結

削後） 

地の境界にお

、地下水湧出

たと考えら

析した結果は

河道掘削前で

得られた。 

果（掘削前

おいて水温

出域である

られる。 

は、図－50

では 6.5～7

前と将来掘削

が高い傾向

河床等にお

に示すとお

.0℃程度と

削後） 

お

お

 



 

 

と

水

拡

 

また、掘

とおりであり

水温が約 1.5

図- 5

 

これらの

拡大したこと

図- 5

削前と将来

り、H21 掘削

5℃上昇する

51 美深橋周

河道掘削に

とで、水温の

52 美深橋周

掘削後の地

削箇所及び今

ると予測でき

周辺における

により、水温

の高い深層地

周辺における

52 

地下水水温の

今後の掘削箇

きる。 

る地下水水温

温が上昇する

地下水が湧

  

る地下水水温

の差について

箇所において

温の変化（

る要因として

出しやすく

温の分布状

て比較した結

て、河道掘削

掘削前と将

て、掘削によ

なったこと

況（現況 H

結果は、図－

削により、

将来掘削後）

より地下水

とが想定され

H21 掘削後）

－51 に示す

地下水湧出

 

の湧出域が

れる。 

 

す

出

 

が
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図- 53 美深橋周辺における地下水水温の断面図（掘削前と将来掘削後） 

 

5) 水温の変化とサケ等の魚類の生息環境への影響について  

美深橋周辺の河道掘削による現状と地下水流出状況の解析結果としては、以下の通りであ

る。 

・美深橋周辺の河道掘削箇所(H21 年掘削）において、掘削箇所がサケの良好な産卵場とな

っている。 

・水循環シミュレーションの結果、河道掘削後、湧出する地下水温は約 1.5℃上昇する結

果が得られた。 

この掘削後の水温が掘削前に比べ 1.5℃ほど上昇していることに注目して、まず、魚類（サ

ケ等）への直接的影響について、有効積算水温と受精から孵化日の関係式から推定を行った。

その結果、掘削後は掘削前に比べ受精から孵化までの期間が約 10 日間程度早まるものと想定

され、さらに浮上まで同じ期間を要すると仮定した場合、合計 20 日間程度、摂食期間が長く

なることが想定された。このため、回帰時期が比較的遅い後期産卵群のサケ親魚から生まれ

た稚仔魚について、降海までの生育可能期間が長くなることによる生残率の向上に寄与する

可能性があると考えられる。 

次に、魚類（サケ等）の生息環境へ

の影響としては、掘削箇所が産卵可能

域になるとともに、これまで厳寒期に

厚く結氷していた箇所が比較的薄い結

氷ですむことが想定された。このため、

サケの産卵可能域の増加によるサケ資

源量の向上や魚類の越冬可能環境の改

善に寄与する可能性が推察された。 

                             

写真- 16 河道掘削箇所の冬期の状況 
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6) 河道掘削による魚類生息環境への影響分析のまとめ 

 

美深橋周辺での河道掘削について、三次元水循環シミュレーションを用いた河床への地下

水流出状況及び河川水・地下水温について解析した結果は以下のとおりである。 

・美深橋周辺は、山地に囲まれた低地であるため、台地と低地の境界や河床等が地下水湧

出域となっており、比較的水温の高い深層地下水が湧出している状況となった。 

・H24 年度の解析結果と同様に、今後、美深橋下流右岸の河道掘削を行った場合について

も、地下水湧出域が広がり、比較的水温の高い深層地下水が湧出しやすくなることによ

り、湧出水温が上昇することが想定された。 

これらの結果、回帰時期が比較的遅い後期産卵群のサケ親魚から生まれた稚仔魚について、

降海までの生育可能期間が長くなることによる生残率の向上、及び産卵可能域の増加による

サケ資源量の向上、並びに魚類の越冬可能環境の改善に寄与する可能性が推察された。 

今後は、引き続き関連する調査・検討により知見の蓄積に努めるとともに、河道掘削等の

実施にあたっては、これらの知見を踏まえてサケの産卵環境の改善に努めるべきである。 
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5. まとめ 

平成 25 年度は、以上のように流域全体のサクラマス産卵床調査や生息密度調査、サンル

川での産卵床調査などの継続的に実施しているモニタリング調査のほか、カワシンジュガイ

類の移植調査、サンルダム魚道施設の実験・設計検討などを行い、以下のとおりの結果が得

られた。 

 

【天塩川流域における魚類調査結果】 

・ 天塩川流域のサクラマス幼魚生息密度調査では、平成 25 年度は平成 18 年度以降最も低い

値であった。上・中・下流の流域別の平均値については、流域間の差が少なくいずれも低

い値であり、上流に向かうほど生息密度が高くなる傾向であった。また、魚道施設の改善

などが行われた一部支川では、サクラマス幼魚の生息域が拡大した。 
 

・ 天塩川流域のサクラマス産卵床調査では、調査を行っているほとんどの河川で経年的に産

卵床を確認しており、魚道を設置・改善した河川では、施設上流部において産卵床を確認

した。 

 

・ ペンケニウプ川支川の七線沢川、十一線沢川、高広川においては、魚道の設置や治山ダム

のスリット化が行われ、産卵床調査の結果、各改良施設の上流域にサクラマスが遡上し産

卵域が拡大していることが確認されたことから、魚道の効果は十分に発揮していることが

窺えた。また、アラキの川では、サクラマスの遡上のほか、ウグイ類やフクドジョウの遡

上も確認されたことから、適切な魚道の設置はサクラマスや移動を目的とする魚類にとっ

て有効であることが確認できた。 
 

・ サンル川流域の平成 14～25 年の同一調査区間におけるサクラマス産卵床確認数は、平成

20 年度をピークに近年減少傾向である。平成 25 年度は前年度と同程度の産卵床確認数で

あった。 

 

【カワシンジュガイ類の移植調査結果】 
 

・ カワシンジュガイ類の移植地の再生産確認調査（幼生放出試験、生息確認調査、アメマス

生息確認調査）及びモニタリング調査を実施した結果、継続した世代交代が行われ、生息

環境は維持されているものと考えられる。 

 

・ 河川内での平成 25 年度工事箇所のカワシンジュガイ類については、これまでの調査結果

を踏まえて、事前調査で生息状況を確認のうえ、カワシンジュガイ及びコガタカワシンジ

ュガイをそれぞれ移植先に放流した。 

 

【魚類の移動の連続性に関する取組状況】 

・ 関係機関が連携して、魚類等の生息環境保全に向けた効果的な取り組みを行うための技術

力向上や情報共有を目的として、平成 23、24 年に引き続き「天塩川流域～森と海に優し

い川づくりワークショップ」を開催した。 

・ 魚道ワーキングとして、改善した施設の機能確認、魚道設置箇所の魚類生息状況、サクラ

マス遡上産卵状況などの調査を実施した。また、施設管理者や設計担当者と専門家会議委

員を交えて遡上環境の改善に向けた施設の設計協議を実施した。 
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・ サンルダム周辺の環境対策については、これまでに流域内や他河川での各種調査結果や知

見などを踏まえて検討を進めてきた。今年度はバイパス水路構造や本川との接続箇所のス

クリーン、ダム堤体工事の仮排水路の模型実験などにより機能確認を行い、設計に反映し

たが、今後も引き続き魚道における具体的な対策や調査を進めていくことが必要である。

また、施設整備状況に応じて機能の確認を行うこととするが、引き続き専門家会議での意

見を踏まえて進めること。 

 

【三次元シミュレーションによる魚類生息環境の分析】 

・ 美深橋周辺の河道掘削による地下水流出状況の変化について、三次元シミュレーションモ

デルにより検討を行った。 

・ 検討結果により、掘削により地下水湧出域が広がり地下水湧出量が増加すること、また、

水温の高い深層地下水が湧出しやすくなることにより湧出水温が上昇することが想定さ

れた。 

・ 以上により、後期産卵群のサケ稚仔魚の降海までの生育可能期間が長くなることによる生

残率の向上、及び産卵可能域の増加によるサケ資源量の向上、並びに魚類の越冬環境の改

善に寄与する可能性が推察された。 
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6. 今後の課題 

今後、魚類等の生息環境保全に関する具体的な検討項目としては、中間とりまとめに記述

した今後の取り組むべき内容のほか、以下の課題が考えられる。 

 

・ サクラマス幼魚生息密度やサクラマス産卵床調査については経年的に調査を行っている

が、流況等による生息環境の経年的変化があることから、魚道の設置効果を把握する上で

も引き続きモニタリング調査を継続する必要がある。特に、ペンケニウプ川試験魚道につ

いては、上流に良好な生息環境が広く存在し施設改善も進められていることから引き続き

重点的なモニタリング調査を行う必要がある。 
 

・ 今後も各関係機関との間で情報共有を行うとともに、魚道の設置・改善にあたっては専門

家会議委員を通した技術協議を行い魚道機能の向上を図る必要がある。 
 

・ 工事箇所のカワシンジュガイ類の移植放流にあたっては、影響が最小限となるよう移植時

期、方法等について専門家会議委員の指導を踏まえて実施するとともに、引き続き移植箇

所における再生産状況について調査することが望ましい。 
 

・ 河川に流出するゴミや流木等の流出について、今後も各種対策を継続していく必要がある。 
 

・ サンルダムの魚道の整備にあたっては、整備箇所から順次、調査を実施し、機能の確認を

行うとともに、その結果を踏まえて、必要に応じて施設の改善を行うなど、順応的な対応

が必要である。 
 
 

 

なお、平成 26 年度以降も、各種モニタリング調査や課題について検討を行った結果を年

次報告書として取りまとめることとする。 

 

 




